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問題の作成と検証 

―判断推理の問題を利用して― 
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［概要]本報告は、本年度（平成１５年度）より高等学校の必修教科として始まった新
教科「情報」（以下「情報」）において、問題解決の能力を測るのに主に就職試験で使
用されている判断推理分野の問題を使用した例を紹介し、その効果について分析す
ることを目的とする。 
 

Ⅰはじめに－学習指導要領から－ 

 

 本年度より高等学校では新学習指導要領

に基づいて授業が行われている。その中で

「情報Ａ」においては、２、内容（１）情

報を活用するための工夫と情報機器の中に

ア 問題解決の工夫 が含まれており「問

題解決を効果的に行うためには、目的に応

じた解決手順の工夫が必要であることを理

解させる（一部省略）」とある。 

ところが、いざこの力量をはかろうとし

ても、適切な問題がなかなか見あたらない。 

情報能力活用検定（いわゆるＪ検）の問題

も確認した。しかし流れ図を用いたものな

どアルゴリズム主体の問題であり、むしろ

「情報Ｂ」に準じたものであった。 

そこで筆者は以前、就職試験の演習を担

当した際に授業を行った、判断推理分野の

問題が、「情報Ａ」において問題解決の力

量を問うのにふさわしいのではないかと考

え、この７月に本校の期末試験の一部とし

てとりいれた。以下にその問題の一部と結

果を示す。 

 

Ⅱ 実際の問題 

 

ある会社では、部品Ｘ，Ｙ，Ｚの３つをａ，

ｂ，ｃ，ｄの４つの下請け会社に以下の条

件で作らせている。 

ａ社はＸとＺを作っている。 

ｂ社はＹを作っている。 

ｃ社はＸとＹを作っている。 

ｄ社はＸ，Ｙ，Ｚを作っているが、この

会社からは不良品は出ない。 

 

以上から判断したとき、納入された部品

中の不良品に関して確実に言えることは、

次のうちどれか。 

 

Ａ Ｘに不良品があったとすれば、ａ，

ｃ社のいずれか一方が納入したのである。 

Ｂ Ｚに不良品があったとすれば、それ

はａ社が納入したのである。 

Ｃ Ｚに不良品がなかったとすれば、ｄ

社だけが納入したのである。 

Ｄ Ｙに不良品がなかったとすれば、ｂ

社とｃ社が納入しなかったのである。 

Ｅ ｄ社が納入せずにＹに不良品があっ

たとすれば、ｂ社の製品である。 

 

この問題の要点は文章を表にして情報をわ

かりやすく整理することにある。 

 

 ａ ｂ ｃ ｄ 

Ｘ ○  ○ ◎ 

Ｙ  ○ ○ ◎ 

Ｚ ○   ◎ 

 

表を見てわかるように答えはＢである。 

 

Ⅲ 使用することの利点・難点 

  

利点としては、特に数式を用いずとも、



論理的な思考や、情報を整理、加工する力

が見て取れることである。また、過去数十 

年にわたり、様々な難易度の問題がすでに

制作されているので、加工して、利用する

ことができるといえる。 

難点としては、生徒が何故「情報Ａ」で

このような問題をするのかに、多少の説明

を要することであるが、Ⅱの要点を解説す

ることによって納得してもらえるのではな

いかと考えられる。また、解き方をまった

く教えない方が正しく実力をはかることが

できるのは事実であるが、教えることによ

り、情報を整理する力や論理的思考力をさ

らに高められるとも考えられるので、これ

については担当教員が柔軟に対応していけ

ばいいと考えている。 

 

Ⅳ 試験結果について 

 

この７月に本校第一学年の生徒３１６名に

対し、「情報Ａ」の期末試験の一部として

とりいれたので、その結果について以下に

示す。 

まず、授業の中で一時間を割き、Ⅱの問

題を含めて２問を解説し、期末試験ではそ

の類似問題を含め、５問を解答させた。 

その結果、平均点２．５２点という結果

を得た。五択問題のため５問の期待値が０．

２であり、５問で１点となることから、生

徒が意識して問題を解いたと考えることが

できる。 

 また期末試験のほかの部分（４２問）が

主に暗記能力で対処できる部分であったの

で、その相関関係を調査した。（下の表）

これを見ると、判断推理分野がよく解けて

いる者の方が、暗記分野の最低点が高いこ

とから弱い相関関係があるといえる。 

 

Ⅴ 結び －課題と展望－ 

 

 今回、生徒の問題解決能力をはかる一つ

の目安として判断推理分野の問題を「情報」

の試験に取り入れた。従来この分野を学校

で教えるべき適当な教科がなく、生徒は就

職試験を受ける際に初めて出会っていた。 

 しかし、過去の問題はじっくりと練られ

た良問が多く、今後さまざまな形で活用さ

れることが期待される。 

 筆者の主旨にご賛同くださる先生方には

是非、工夫実践される事を望んでいる。 

 

 最後になりましたが、筆者にこの分野の

問題について考えるきっかけを与えてくれ

た関西学生就職指導研究会の方々、また貴

重な意見をいただいた大阪府私学情報化研

究会の方々（特に上宮高等学校の池田竜司

先生）にこの場を借りて感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判断推理分野と暗記分野の相関関係
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*1 munehisa matsumoto: 大阪学院大学高等学校 e-mail munehisa@htc.ogu-h.ed.jp 


